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令和７年 ８月２９日号 教育目標
やさしい子
かしこい子
たくましい子

いわき市立御厩小学校長 鈴木 英直

令和７年度 第２学期のスタート
長くそして厳しい暑さの夏休みが終わり、８２日間の２学期がスタートしました。元気にあいさ

つをして登校するみまやっ子たちを見て、思わず嬉しくなってしまいました。
始業式で校長より次の４つの話を子どもたちにしました。

１ 早く生活のリズムを取り戻し、１日１日目標を持って生活しましょう。
学校生活が今日から始まります。夏休み気分を早く取り去って、学校の生活に慣れるようにし

ましょう。「早寝・早起き・朝ご飯」が大切です。そして、「今日は、これを頑張るんだ。」とい
う目標を立て、「今日は、こんなことが分かった。こんなことができるようになった。」と思える
ような一日にしましょう。

２ 挨拶・返事を相手に伝わるようにしましょう。
いつでも・どこでも・誰にでも元気な声で伝わるように挨拶をする。そして、大きな声で返事

をする。これまで以上にできるようにしましょう。
３ お友だちと仲良く助け合っていきましょう。

自分のことを考えることはよくあることですが、相手はどう思うか、相手はどんな状況なのか
といつでも、相手の立場に立って考えることが大切です。

４ 交通事故に遭ったり、怪我をしたりしないようにしましょう。
「飛び出しをしない等、交通事故には絶対に遭わない」「これをしたらどのような状況になり、

どんな怪我をしたしまうか」を考えて行動するとよいと思います。
２学期も様々な行事を含め、充実した教育活動に教職員一同努めて参ります。何とぞご理解とご
協力をお願いいたします。

ＰＴＡ奉仕へのご協力に感謝
８月２３日（土）７：３０～ＰＴＡ奉仕作業を行いました。子どもたちが２学期に登校する前に

学校の環境を整備（特に校庭の除草）をしていただきました。
校庭のトラック内の除草を中心に行っていただき、きれいになりました。ありがとうございまし

た。２学期からは、子どもたちと教職員で「自分たちが使うところは、自分たちの手で！」を合い
言葉に除草及び環境整備に努めていきたいと思います。

夏休み明けのお子さんの変化に
夏休みが終わり、親はわが子の様子を注意深く観察することが大切です。

例えば、
・表情が乏しい。表情が暗い。笑顔がない
・眠れない。起きてこない。食欲がない
・イライラしたり怒りっぽくなったりする 「どうしたの？」「何か困っていることはな
・すぐ泣く。甘えてくる い？」などと聞いてみてください。
・口数が減った。逆に妙に口数が増えた ↓ つまり
・元気がない。逆に妙に明るい 子どものペースに合わせて話を聞くことです。
・物の扱いが乱暴になった
・行動がいつもより遅くなった
・お腹が痛いなど体調不良を訴える など
答えない場合は無理に聞きだそうとせず、「何かあったらお母さん（お父さん）に話してね」と声

をかけ、「私たちはあなたの味方だよ」というメッセージを送ることです。
そして、規則正しい生活を心がけ、無理に遠出したりはせず、家でゆっくり過ごすようにすると

よいかも知れません。親子でおやつをつくって食べたり、ゆっくり本を読んだり、家族でリラック
スできる時間を確保したりすることで、子どもの心も落ち着くと思います。
つまり、親が２学期のスタートでサポートできること
・「あなたの味方だよ」というメッセージを送る
・無理に遠出したりはせず、家でゆっくり過ごす
・親子で学校生活で必要な物を点検、確認する
是非、心がけてみてはいかがでしょうか。大事なのは子どもが幸せな人生を送ることなのですか

ら。
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全国学力学習状況調査の結果
先日、全国学力隔週状況調査の結果が配付され、６年生には個人票を配りました。今後、詳しい

分析（認知能力・非認知能力・学習習慣・生活習慣など）を行う予定ですが、本校の結果について
は次のとおりです。

教 科 御厩小 いわき市 福島県 全 国

国 語 ７４ ６６ ６５ ６６．８ 大きく上回っている。

算 数 ５５ ５６ ５５ ５８．０ やや下回っている。

理 科 ５７ ５７ ５６ ５７．１ ほぼ平均である。

（正答率）
国語に関しては、本校が昨年度から取り組んでいる研究及び実践の成果が出ていると思います。
しかし算数は今後の課題となりますし、理科に関しても「分かる・できる」授業を進めていきま

す。

暑い日がまだまだ続きます！
今年の夏は、「酷暑」と言われるくらい暑い夏でした。長期予報ではまだまだ暑さが続くようです。
学校でも子ども一人一人の健康状態に目を配り、クーラーをフル活用し、定期的に水分補給をさ

せ、熱中症指数により屋外の活動を制限したりと対策を講じていきます。
各家庭でも次のことを心がけてみてください。
１ 気温と湿度をこまめにチェックをしましょう。
２ 屋内で熱中症になることもあるため、エアコンや扇風機を適切に使いましょう。
３ のどの渇きを感じなくても、こまめに水分補給をさせましょう。
４ ファッション性よりも通気性の良い服装で、帽子など日よけ対策もしましょう。
５ 日差しや地面からの熱から守りましょう。
６ こどもの異変に敏感になりましょう。

（元気がない・顔色が悪い・頭痛がする・気持ちが悪い・腹痛がおきる など）

※ 校長からのアンケートへのご協力ありがとうございました。御厩小の教育活動に生かしてい
きたいと思います。


